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坂本 貴啓 さん
さかもと たかあき

筑波大学大学院 
システム情報工学研究科 博士後期課程 

構造エネルギー工学専攻 在学中

1987年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、
高校生になってから下校途中の遠賀川へ寄り道を
するようになり、川に興味を持ちはじめ、川に青春
を捧げる。高校時代にはY N H C（青少年博物学
会）、大学時代にはJ O C（Joint of College）を
設立。白川直樹研究室『川と人』ゼミ所属。河川
市民団体の活動が河川環境改善に対する潜在力
をどの程度持っているかについて研究中。

【荒川流域の地図】
国土交通省国土数値情報「河川データ
（平成 19年）、流域界データ（昭和 52 
年）、ダムデータ（平成 17年）、鉄道デ
ータ（平成 26年）」より編集部で作図

道の記憶と原風景を留める
「越後の荒川」
（山形県・新潟県）

坂本クンと行く川巡り  第10回  
Go ! Go ! 109水系

日
本
海
に
注
ぐ

知
ら
れ
ざ
る
「
荒
川
」

　

坂
本
く
ん
が
選
ん
だ
川
は
「
荒
川
」。

と
い
っ
て
も
埼
玉
・
東
京
を
流
れ
る
荒
川

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
形
県
小お

ぐ
に
ま
ち

国
町
の
大

朝
日
岳
か
ら
新
潟
平
野
北
部
を
横
断
し
て

日
本
海
に
注
ぐ
、
長
さ
73
㎞
の
荒
川
で
す
。

　

坂
本
く
ん
は
「
荒
川
と
名
の
つ
く
川
は

全
国
に
30
近
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で

一
級
水
系
の
本
川
が
荒
川
と
い
う
川
は
二

つ
あ
る
の
で
す
が
、
今
回
は
山
形
県
・
新

潟
県
を
流
れ
る
荒
川
を
ご
紹
介
し
た
い
の

で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
巡
っ
た
川
の

な
か
で
も
っ
と
も
資
料
が
少
な
い
う
え
、

僕
も
河
口
付
近
を
一
度
訪
れ
た
だ
け
な
の

で
、
手
探
り
の
川
め
ぐ
り
に
な
る
は
ず
で

す
」
と
言
い
ま
す
。

　
「
清
流
荒
川
」
と
も
呼
ば
れ
る
越
後
の

荒
川
は
、
ど
ん
な
川
な
の
で
し
ょ
う
か
？

 荒川
 水系番号  ： 33
 都道府県  ： 山形県、新潟県
 源流  ： 大朝日岳（1870 ｍ） 
 河口  ： 日本海  
 本川流路延長  ： 73 km 70位／ 109

 支川数  ： 61河川 59位／ 109

 流域面積  ： 1150 km2 59位／ 109

 流域耕地面積率  ： 4.9 ％ 89位／ 109

 流域年平均降水量  ： 2209.30 mm 36位／ 109

 基本高水流量  ： 8000 m3/ s 39位／ 109

 河口の基本高水流量  ： 8598 m3/ s 47位／ 109

 流域内人口  ： 3万 8160人 92位／ 109

 流域人口密度 ： 33人 / km2 98位／ 109

（基本高水流量観測地点：花立〈河口から8.0km地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川図の裏面）

109水系
1964年（昭和39）に制定された
新河川法では、分水界や大河川の
本流と支流で行政管轄を分けるの
ではなく、中小河川までまとめて治
水と利水を統合した水系として一
貫管理する方針が打ち出された。
その内、「国土保全上又は国民経
済上特に重要な水系で政令で指
定したもの」（河川法第4条第1
項）を一級水系と定め、全国で
109の水系が指定されている。

川名の由来【荒川】
水源から河口に達する距離が短
く勾配も急なうえ、水源地帯が多
雨・多雪地帯で、古くから洪水に
よる災害が発生する暴れ川だっ
た。「荒ぶる川」が転じて荒川に
なったと思われる。

川
系
男
子 

坂
本
貴
啓
さ
ん
の
案
内
で
、
編
集
部
の
面
々
が
全
国
の
一
級
河
川
「
1
0
9
水

系
」
を
巡
り
、
川
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
探
り
な
が
ら
、
川
の
個
性
を
再
発
見
し
て
い
く
連

載
で
す
。
な
お
、
博
士
論
文
の
執
筆
に
奮
闘
中
の
坂
本
く
ん
に
代
わ
っ
て
、
今
回
の
原
稿
は

編
集
部
が
ま
と
め
ま
し
た
。
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（注 1）旧米沢（越後）街道

越後から米沢に向かう意味では「米沢街
道」と呼ぶが、逆に米沢から越後に向かう場
合は「越後街道」と呼ぶ。峠を中心に見た
場合は「（越後米沢）十三峠」だが、これら
はおおむね同じ経路を指す。

（注 2）青苧

木綿以前の衣服の主原料の一つ。小千谷や
十日町などを中心に産する麻織物のうち、特
に上等なものを「越後上布（じょうふ）」と呼
び、青苧はその原料として重宝された。戦国
武将の上杉謙信は青苧商人や港に出入りす
る船から税を取り立てて財政力を強めた。

（注 3）十三峠

1521年（大永元）に伊達氏十四代・稙宗（た
ねむね）が大里（おおり）峠を開いたことが始
まりとされる。1878年（明治 11）にはイギ
リスの女性旅行家で『日本奥地紀行』を著し
たイザベラ・バードも十三峠を通ったという。

上杉家と越後について
語る米沢市上杉博物館
の佐藤正三郎さん

黒沢峠の帰り道に通った横川は
水量豊富で清らかな流れだった

胎内市教育委員会の水
澤幸一さんの案内で訪
れた「桃崎浜文化財収
蔵庫」の船絵馬（右）。
事前に申し込めば、北
前船の船主が絵馬師に
自分の船を描かせて神
社などに奉納した絵馬
を見ることができる

　

米
沢
市
上
杉
博
物
館
の
学
芸
員
、
佐
藤

正
三
郎
さ
ん
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
の
上

杉
家
の
当
主
は
代
々
「
わ
が
家
の
出
は
越

後
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
つ
づ
け

て
い
た
よ
う
で
す
。

「
越
後
は
上
杉
家
の
旧
領
地
な
の
で
思
い

入
れ
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
し
、
預
か
り
地

も
今
の
新
潟
県
村
上
市
付
近
に
あ
り
ま
し

た
。
特
産
品
の
青あ

お
そ苧

（
注
2
）
は
越
後
・

小お
ぢ
や
ち
ぢ
み

千
谷
縮
の
原
料
で
す
の
で
、
日
本
海
と

の
距
離
が
近
い
米
沢
街
道
を
利
用
し
た
の

は
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　

新
潟
と
の
県
境
に
あ
る
小
国
町
は
米
沢

藩
領
。
つ
ま
り
荒
川
本
流
の
手
前
ま
で
は

自
由
に
荷
が
運
べ
た
の
で
す
。
た
だ
し
谷

が
深
い
た
め
、
越
後
へ
抜
け
る
に
は
「
十

三
峠
」（
注
3
）
と
呼
ば
れ
る
難
所
を
歩
い

て
越
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
十
三
峠
の
保
存
や
整
備
、
情

報
発
信
に
取
り
組
む
N
P
O
法
人
こ
こ
掘

れ
和わ

ん
話わ

ん
探
検
隊
の
事
務
所
を
訪
ね
、

岡
村
俊
春
さ
ん
に
荒
川
の
支
流
・
横
川
の

そ
ば
を
通
る
「
黒
沢
峠
」
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
約
5 

0 

0 

年
前
に
つ
く

ら
れ
た
と
い
う
十
三
峠
。
そ
の
な
か
で
も

苔
む
し
た
敷
石
が
3 
6 

0 

0
段
続
く
黒
沢

峠
は
美
し
い
街
道
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
小
国
の
交
通
』
に
よ
る
と
、
米
沢
藩

か
ら
は
青
苧
、
漆
、
蝋
な
ど
の
特
産
物
を

運
び
、
越
後
方
面
か
ら
は
生
魚
、
塩
、
塩

米
沢
藩
と
日
本
海
を

つ
な
ぐ
交
通
路
と
し
て

　

坂
本
く
ん
と
編
集
部
は
、
ま
ず
山
形
県

米
沢
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
荒
川
は
米
沢
藩

と
関
係
が
深
い
よ
う
な
の
で
す
。

　

米
沢
藩
は
、
越
後
や
佐
渡
な
ど
を
治
め

て
い
た
上
杉
景
勝
が
関
ヶ
原
の
戦
い
の
時

期
に
徳
川
家
康
に
敵
対
し
た
た
め
、
会
津

若
松
1 

2 

0 

万
石
か
ら
わ
ず
か
30
万
石
に

減
封
さ
れ
、
1 

6 

0 

1
年
（
慶
長
6
）
に
成

立
し
ま
す
。
米
沢
藩
の
交
通
路
は
、
日
本

海
に
接
し
た
山
形
県
庄
内
地
方
と
内
陸
部

を
結
ぶ
最
上
川
の
舟
運
と
と
も
に
、
米
沢

か
ら
西
へ
向
か
い
、
小
国
町
を
過
ぎ
て
越

後
に
至
る
旧
米
沢
（
越
後
）
街
道
（
以
下
、

米
沢
街
道
）（
注
1
）
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

距
離
で
見
る
と
米
沢
街
道
の
方
が
日
本
海

に
近
か
っ
た
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
、
荒
川
は
河
口
に
海
老

江
湊
、
桃
崎
浜
湊
、
塩
谷
湊
の
三
港
を
擁

し
、
特
に
海
老
江
湊
は
荒
川
筋
の
天
領
領

民
か
ら
の
願
い
で
1 

7 

9 

7
年
（
寛
政
9
）

に
西
回
り
廻
船
（
北
前
船
）
の
積
み
出
し
港

と
な
っ
て
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。
米
沢
街

道
は
荒
川
の
左
岸
を
走
り
、
海
老
江
湊
、

桃
崎
浜
湊
ま
で
通
じ
て
い
ま
し
た
。
湊
の

痕
跡
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
河
口
部
に
あ
る

桃
崎
浜
文
化
財
収
蔵
庫
に
は
「
船
絵
馬
」

86
枚
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
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う
で
す
。
瀬
番
所
の
跡
地
と
さ
れ
て
い
る

場
所
も
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
地
で
廻
船
業
と
酒
造
業
、
新
田
開

発
で
財
を
な
し
、
新
潟
で
も
指
折
り
の
大

地
主
と
な
っ
た
の
が
「
渡
邉
家
」（
注
5
）

で
す
。
最
初
の
酒
造
の
記
録
は
1 

6 

7 

6

年
（
延
宝
四
）
で
、
時
代
を
追
う
ご
と
に
規

模
を
拡
大
し
利
益
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
こ

に
目
を
つ
け
た
の
が
30
万
石
か
ら
15
万
石

へ
と
石
高
が
半
減
さ
れ
、
財
政
難
に
陥
っ

て
い
た
米
沢
藩
（
注
6
）。
渡
邉
家
三
代
善

久
は
1 

7 

2 

6
年
（
享
保
11
）、
米
沢
藩
に

融
資
し
ま
す
。
そ
の
後
も
代
々
に
わ
た
り
、

特
に
第
九
代
藩
主
・
上
杉
治
憲
（
鷹
山
）

の
藩
政
改
革
で
は
多
額
な
資
金
を
提
供
し
、

そ
の
功
に
よ
っ
て
苗
字
帯
刀
も
許
さ
れ
ま

す
。
渡
邉
家
は
幕
末
ま
で
総
額
10
万
両
以

上
を
用
立
て
た
の
で
す
。

「
渡
邉
家
は
米
や
酒
を
河
口
の
桃
崎
浜
湊

ま
で
船
で
下
ろ
し
、
そ
の
荷
は
北
前
船
で

運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。
荒
川
は
暴
れ
川

な
の
で
川
筋
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
か
つ

て
渡
邉
家
の
邸
宅
付
近
は
入
江
で
、
川
船

に
荷
を
直
接
積
み
こ
ん
で
い
た
そ
う
で

す
」
と
安
久
さ
ん
。
渡
邉
家
は
、
荒
川
を

う
ま
く
使
い
な
が
ら
米
沢
藩
も
支
え
た
の

で
す
。

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
渡
邉
邸
」
も
見
学
し
ま
し
た
が
、
実
に

立
派
な
佇
ま
い
で
し
た
。

魚
な
ど
の
海
産
物
や
小
千
谷
縮
や
絣か

す
り
お
り織、

鉄
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
道
を
、
物
資
を
牛
に
載
せ
、
あ
る
い

は
自
ら
背
負
っ
て
運
ん
で
い
た
先
人
を
考

え
る
と
、
そ
の
労
苦
が
偲
ば
れ
ま
す
。

　

宿
に
向
か
う
途
中
、
横
川
が
滔
々
と
流

れ
る
夕
暮
れ
の
風
景
に
出
合
い
ま
し
た
。

雪
解
け
水
で
満
た
さ
れ
た
水
量
豊
か
な
様

は
、
支
流
と
い
う
気
が
し
ま
せ
ん
。
い
つ

ま
で
も
眺
め
て
い
た
い
。
そ
ん
な
気
分
に

な
り
ま
し
た
。

米
沢
藩
を
支
え
た

豪
農
・
渡
邉
家

　

翌
朝
、
横
川
が
本
流
・
荒
川
と
合
流
す

る
小
国
町
西
端
の
赤
芝
峡
で
、
坂
本
く
ん

は
こ
う
言
い
ま
し
た
。

「
や
っ
と
荒
川
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
す
ご

く
い
い
川
で
す
ね
！ 

流
量
が
豊
富
で
、

瀬
と
淵
の
連
続
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
ら

れ
る
。
と
て
も
き
れ
い
で
す
」

　

赤
芝
峡
を
抜
け
、
蛇
行
す
る
荒
川
を
見

て
い
る
と
す
ぐ
に
新
潟
県
関
川
村
で
す
。

荒
川
の
中
流
域
に
あ
た
る
関
川
村
は
、
米

沢
街
道
の
宿
場
町
で
あ
り
、
か
つ
荒
川
の

水
運
の
船
着
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

関
川
村
教
育
委
員
会
の
安あ

ん
き
ゅ
う久昭

男
さ
ん

は
「
関
川
村
に
は
上
関
に
番
所
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
通
行
す
る
船
を
検
査
し
て
税

の
徴
収
な
ど
に
あ
た
る
瀬
番
所
も
あ
っ
た

の
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。『
関

川
村
史
』
に
よ
る
と
、
米
と
酒
（
注
4
）

は
川
船
で
自
由
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
そ

苔むした敷石が続く黒沢峠

NPO法人ここ掘れ
和ん話ん探検隊の
皆さん。右から加藤
喜一さん、栗田金男
さん、岡村俊春さん

荒川の赤芝峡。山が迫る
狭窄部を避け、かつては
十三峠で行き来していた

右は関川村教育委員会の
安久昭男さん。下は、かつ
て荒川で使われていた川船
と、渡邉邸の外観

（注 4）米と酒

複雑な領有関係があったため、米
と酒は「百姓産物」として船で運
べたが、そのほかのものについては
宿駅伝馬制度に基づき、いったん
陸揚げしなければならなかった。

（注 5）渡邉家

初代儀右エ門（ぎえもん）善高は、
村上藩の郡奉行を務めていたが、
藩主国替えのときに家督を譲り、桂
村（関川村桂）に隠居。1667年
（寛文 7）、現在地に移転。

（注 6）15万石に半減

1664年（寛文 4）に三代藩主綱
勝が急死して養子を迎えたため石
高が半分に。しかも家臣は減らさな
かったので、領内のみならず領外の
豪商や豪農からも借財を重ねた。
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し
た
。
地
域
名
が
つ
く
ほ
ど
な
じ
み
深
い

風
景
で
あ
り
、
大
事
に
し
て
き
た
の
で
し

ょ
う
」
と
坂
本
く
ん
は
言
い
ま
し
た
。

「
昔
、
荒
川
は
も
っ
と
蛇
行
し
て
い
た
う

え
氾
濫
も
多
か
っ
た
の
で
た
ん
ぽ
と
礫
河

原
は
自
然
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

羽
越
水
害
以
降
の
河
川
環
境
の
変
化
に
伴

い
減
少
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
今
井
さ
ん
。

往
時
の
川
風
景
を
保
と
う
と
す
る
こ
の
取

り
組
み
に
は
、
地
域
住
民
や
N
P
O
も
多

数
連
携
。
た
ん
ぽ
は
8
カ
所
で
再
生
・
改

善
さ
れ
、
さ
ら
に
増
や
す
計
画
で
す
。

　

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
原
風
景
を
取
り
戻
そ

う
と
す
る
試
み
に
、
坂
本
く
ん
は
「
河
道

が
広
が
り
流
れ
方
が
変
わ
る
と
、
川
の
環

境
も
変
化
し
ま
す
。
そ
れ
を
敏
感
に
察
知

し
た
川
づ
く
り
は
す
ば
ら
し
い
で
す
」
と

驚
い
て
い
ま
し
た
。

「
清
流
荒
川
」
の

秘
め
ら
れ
た
意
味

　

で
は
、
流
域
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

大
蛇
伝
説
と

頻
発
す
る
水
害

　

安
久
さ
ん
が
「
暴
れ
川
」
と
形
容
し
た

よ
う
に
、
荒
川
は
水
害
が
頻
発
す
る
川
で

し
た
。
関
川
村
に
は
支
流
・
女お

ん
な
か
わ川を

舞
台

に
し
た
大
蛇
伝
説
（
注
7
）
が
あ
り
、
同

じ
よ
う
な
伝
承
は
上
流
域
の
山
形
県
小
国

町
に
も
あ
り
ま
す
。
坂
本
く
ん
は
こ
う
説

明
し
ま
す
。

「
昔
か
ら
蛇
は
『
山
の
崩
れ
』
を
表
す
言

葉
と
し
て
も
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
大
蛇

が
川
を
塞
ぎ
水
害
を
起
こ
す
の
は
土
砂
崩

れ
に
よ
る
河
道
閉
塞
、
い
わ
ゆ
る
天
然
ダ

ム
の
発
生
す
る
危
険
性
を
表
し
て
い
ま
す
。

大
蛇
伝
説
は
危
険
の
内
在
性
を
後
世
に
伝

え
る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
」

　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局
羽う

え
つ越

河

川
国
道
事
務
所
を
訪
ね
ま
し
た
。
調
査
課

長
の
近
藤
栄
一
さ
ん
は
「
流
域
の
多
く
が

脆
弱
な
地
質
で
、
特
に
上
流
域
は
崩
落
・

地
す
べ
り
の
多
発
地
帯
で
す
。
河
床
勾
配

は
急
で
、
雨
も
雪
も
多
い
。
水
害
の
記
録

は
平
安
時
代
か
ら
あ
り
、
1 

7 

5 

7
年

（
宝
暦
7
）
の
大
水
害
で
は
復
旧
に
50
年
か

か
っ
た
そ
う
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
荒
川
が
一
級
河
川
に
指
定
さ

れ
た
き
っ
か
け
は
、
1 

9 

6 

7
年
（
昭
和
42
）

年
8
月
に
発
生
し
た
「
羽
越
水
害
」。
死

者
行
方
不
明
者
90
名
、
全
壊
・
流
出
家
屋

1 

0 

5 

6
戸
、
被
害
金
額
約
2 

2 

6 

億
円

（
当
時
）
と
い
う
大
水
害
で
し
た
。「
右
岸
と

左
岸
で
18
カ
所
、
堤
防
が
き
れ
ま
し
た
」

と
近
藤
さ
ん
。
翌
春
か
ら
抜
本
的
な
河
川

改
修
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
洪
水
調
整
な

ど
の
目
的
で
支
流
・
大
石
川
に
大
石
ダ
ム

を
1 

9 

7 

8
年
（
昭
和
53
）
に
、
支
流
・
横

川
に
横
川
ダ
ム
を
2 

0 

0 

8
年
（
平
成
20
）

に
建
設
。
近
年
は
洪
水
時
に
水
を
流
れ
や

す
く
す
る
た
め
土
砂
を
取
り
除
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
対
策
が
功
を
奏
し
、
現
在

ま
で
大
き
な
水
害
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

来
年
は
羽
越
水
害
50
年
の
節
目
で
す
。

渡
邉
邸
の
あ
っ
た
関
川
村
も
、
こ
こ
村
上

市
も
、
ま
ち
な
か
に
は
羽
越
水
害
の
浸
水

深
を
示
す
表
示
板
が
各
所
に
あ
り
、
記
憶

を
つ
な
ぐ
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

下
流
部
の
原
風
景
は

「
た
ん
ぽ
」
と
「
礫
河
原
」

　

羽
越
河
川
国
道
事
務
所
の
施
策
の
も
う

一
つ
の
軸
が
、
自
然
再
生
で
す
。
河
川
調

査
係
長
の
今
井
達
也
さ
ん
は
「
た
ん
ぽ
」

と
「
礫れ

き

河
原
」
が
柱
と
言
い
ま
し
た
。

「
た
ん
ぽ
」
と
は
湧
水
の
あ
る
ワ
ン
ド

（
注
8
）
を
指
す
こ
の
地
域
独
特
の
呼
び
方
。

湧
水
の
あ
る
環
境
を
好
む
ト
ミ
ヨ
（
注
9
）

の
生
息
に
適
し
て
い
ま
す
。「
ワ
ン
ド
を

『
た
ん
ぽ
』
と
呼
ぶ
の
は
初
め
て
聞
き
ま

（注 7）大蛇伝説

「ある夫婦が蛇喰（じゃばみ）
という集落に住んでいた。夫
が山で大蛇を殺して味噌漬け
にしたのを妻が食べてしまい、
蛇になって女川の上流に去る。
数年後、妻は盲人の琵琶（び
わ）法師に『荒川や女川一帯
を湖にして住むつもりだ』と告
げる。琵琶法師からそれを聞
いた村人たちは蛇が嫌いな鉄
釘を打ち込み大蛇を殺し、大
水害を防いだ」というもの。

「金屋たんぽ」から遊歩道を通
って荒川へ。水がきれいで川
底が透き通って見えた

「金屋たんぽ」観察中の坂
本くん。右は国土交通省羽
越河川国道事務所の河川
調査係長、今井達也さん

甚大な被害をもたらした「羽越水害」（提
供：村上市／『洪水魔荒川 8.28羽越水
害の記録』）。左は国土交通省羽越河川
国道事務所の調査課長、近藤栄一さん

大蛇伝説の舞台となった
女川（上）と蛇になった
妻「おりの」の碑。この
碑は関川村蛇喰にある
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る
会
」。
1 

9 

9 

8
年
（
平
成
10
）
か
ら
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
あ
ら
か
わ
総
合
運
動
公
園

で
子
ど
も
た
ち
の
植
樹
（
育
樹
）
体
験
に

取
り
組
み
ま
す
。
1 

1 

4 

種
・
2 

3 

0 

0

本
あ
ま
り
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
会
長
の

佐
藤
巧
さ
ん
は
「
小
学
校
6
年
生
ま
で
に

里
山
で
遊
ぶ
と
多
く
の
こ
と
が
学
べ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
で
、

森
も
ま
た
健
全
に
な
る
。
川
の
水
を
き
れ

い
に
す
る
に
は
、
い
い
森
を
育
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
佐
藤
さ
ん
が
代
表
を
務

め
る
「『
清
流
』
荒
川
を
考
え
る
流
域
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
流
域
で
活
動
す
る

市
民
団
体
の
連
携
組
織
で
す
。
た
ん
ぽ
の

保
全
に
か
か
わ
る
ほ
か
、
春
に
ク
リ
ー
ン

作
戦
を
、
夏
に
「
荒
川
と
里
山
と
田
畑
の

め
ぐ
み
体
験
」（
注
10
）
と
い
っ
た
流
域
を

一
体
化
す
る
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
羽
と
越
後
の
交
通
路
だ
っ
た
荒
川
は
、

長
ら
く
こ
の
地
域
の
文
化
や
経
済
を
支
え

る
社
会
的
な
基
盤
で
し
た
。
坂
本
く
ん
は
、

羽
越
水
害
が
転
機
に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
羽
越
水
害
を
機
に
一
級
河
川
に
昇
格
し

た
荒
川
は
、
川
幅
を
広
げ
堤
防
を
築
き
水

害
が
減
り
ま
し
た
。
住
民
の
方
々
は
安
堵

す
る
だ
け
で
な
く
、
見
慣
れ
た
豊
か
な
川

の
環
境
も
保
っ
て
い
こ
う
と
特
色
の
あ
る

川
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
が
表
れ
て
い
る
の
が
、
連
携
組
織

名
に
も
用
い
ら
れ
る
「
清
流
荒
川
」
と
い

う
名
称
で
す
。
坂
本
く
ん
は
語
り
ま
し
た
。

「
荒
川
の
本
流
に
は
、
発
電
用
の
小
さ
な

ダ
ム
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
な
河
川
横
断

構
造
物
が
な
い
の
で
水
が
不
自
然
に
減
ら

ず
、
水
量
が
保
た
れ
る
の
で
多
少
の
汚
れ

な
ら
希
釈
で
き
ま
す
。
ま
た
は
っ
き
り
と

し
た
瀬
と
淵
が
連
続
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

瀬
や
淵
を
通
っ
た
水
は
空
気
を
多
く
取
り

込
む
の
で
、
有
機
物
を
吸
収
・
分
解
す
る

微
生
物
が
活
発
化
し
水
を
浄
化
す
る
作
用

が
あ
る
。
だ
か
ら
荒
川
の
水
は
き
れ
い
で

す
。
さ
ら
に
地
理
や
文
化
、
産
業
を
反
映

し
た
川
づ
く
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
が
い

る
。『
清
流
荒
川
』
と
い
う
言
葉
に
は
、
水

の
き
れ
い
さ
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
荒
川

に
対
す
る
愛
情
を
表
す
特
別
な
意
味
も
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
荒
川
の
澄
ん
だ
川
の

水
は
、
地
域
を
映
す
鏡
で
す
」。

　
　
（
2 

0 

1 

6
年
5
月
9
〜
11
日
取
材
）

荒
川
と
接
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
坂

本
く
ん
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
川
に

お
け
る
住
民
活
動
」
を
探
る
べ
く
、
三
つ

の
団
体
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
支
流
・
大
石
川
で
活
動
す
る

「
大
石
・
山
と
川
に
親
し
む
会
」。
巨
大
か

ま
く
ら
で
雪
と
親
し
む
「
お
お
い
し
・
ど

も
ん
こ
祭
り
」
な
ど
交
流
事
業
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
2 

0 

0 

4
年

（
平
成
16
）
に
国
土
交
通
省
が
策
定
し
た

「
大
石
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
。
事
務
局
長
の
髙
橋

正
衛
さ
ん
は
「
観
光
客
が
年
々
少
な
く
な

り
ま
し
て
ね
。
関
川
村
の
活
性
化
の
た
め

に
や
る
気
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
話
し
ま

す
。
坂
本
く
ん
は
「
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

が
地
域
に
根
づ
き
10
年
以
上
も
実
践
さ
れ

つ
づ
け
て
い
る
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
と
感
心
し
た
様
子
で
す
。

　

続
い
て
、
羽
越
水
害
20
周
年
を
機
に

「
水
害
を
忘
れ
ず
、
未
来
に
残
る
川
に
し

よ
う
」
と
右
岸
の
堤
防
と
河
川
敷
で
桜
の

植
樹
を
始
め
た
「
神か

み
は
や
し林

さ
く
ら
の
会
」。

初
代
会
長
で
今
は
副
会
長
の
鈴
木
昌
平
さ

ん
は
「
現
代
版
の
花
咲
じ
い
さ
ん
だ
よ
」

と
笑
い
ま
す
が
、
1 

9 

8 

8
年
（
昭
和
63
）

に
一
本
一
万
円
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
で
始
め

た
こ
の
取
り
組
み
は
今
、
1 

0 

0 

0
本
近

く
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
特
色
の
あ
る
緑
の
公
園
を
造

（注 8）ワンド

本川内で池や入り江状となっている地形のこと。
魚の休息場や産卵場、洪水時の避難場所になる。
川の多様性を構成する大事な要素の一つ。

（注 9）トミヨ

トゲウオ目トゲウオ科トミヨ属に属する淡水魚の総
称。湧水など水温が安定した環境が必要。新潟
県レッドデータブック絶滅危惧種Ⅰ類。
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『人づくり風土記（山形版、新潟版）』（農文協）
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『小国の交通』（小国町誌編集委員会 編）
『関川村史』『越後せきかわ大蛇伝説』（ともに関川村）

（注 10）荒川と里山と田畑のめぐみ体験

小中学生を対象に、一日かけて実施。荒川の水
質・生物調査、農業や農業用水の学び、ネギの収
穫体験などを通じて、荒川流域の恵みを体験する。

「特色のある緑の公園を造る
会」の会長、佐藤巧さん。上は
子どもたちが植樹（育樹）して
いる公園の緑地

「神林さくらの会」の副会長、鈴
木昌平さん。上は植樹した桜並
木が続く同会の活動拠点「神林
水辺の楽校」

「大石・山と川に親しむ
会」の事務局長、髙橋
正衛さん。上は支流・
大石川の風景

小国盆地の夕暮れ。荒川と十三峠
を行き来していた先人たちも、同
じような風景を見ていたのだろう


